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昭和46年度宇宙開発関係予算の要求構想
●

●

　昭和4　5年7月

研　　究　調　　整1　局
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1●科学技術庁

●

◎．

、

宇宙開発関係㌦

レ研究胸整旧

事　　　　　　　三二 昭和郷年庫予算額 三和4・6年度概算要求額： 事　　　項．　説、　’明 備噛@　　考
’　　　　く単位千円）． ぐ単｛軒；ゆ

宇宙開発翻会経費，
一　　　　　　19，744 66，000

一
、

委員会運営費その他
7駈

@一　　　1～㌧744 23，000
特例調査費 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　0 43，000 ④二二臨め醐ビ％演定の鋤の謎・分析（委託融）

二
＿

②ポストアポロ計面への参加に関する調査費

科学技術庁一般行政事務 15．79・1

．　　　邑

@　　　　　　5，α000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
C

欄
、

・国際協力の強化　　　’
l　　　　F

@　　　　　　　O　　　　　　　7　　　　　，

5，000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
喆ﾄ・旦欧技術協力会議開催等　　　　　　　一

，

そ　の　他 15，791 ’　　2ZOOO
9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

一

種子島周辺漁業対策 75qoOO
2
5
q
o
O
O
臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

@　測地衛星に関する基礎研究　　　　　　　　　　　・ 昭和45年度は、・
宇宙総倉研究促進費

　
　
．
．
3
α
0
0
0
P

（朱　定） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●A人工衛星魏ぴ妙ット用チ理合金幽する総合研究 特調費

（特調費） ③　微少推力エン薪ンに関する研究

： ④衛星綿職た移勲通信システムに関する研究
■

1　　　　曾 ⑤人工轡よぴ吻ト鷹子部品国産イヒのため秘要館 4．　　・

頼性に関する研究　　　　　　　　　　　』

’

㌔

！’

Y

　　　　／

f

　　　　一
@　　　　ヒ
u

一

一1一・

’1



、
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2．航空宇宙技術研究所

事　　　　　　項 昭和45年度予算額 昭和46年度概算要求額 廓　　　項　　　説』　　明 備　　　　考

α⊃特別研究　　　　　　、

　　　　　　　　　　　」ﾅ体ロケット推力中断の研究 Z800・ 22，500 静止衛星打上げ用ロケットの上段として固体ロケットを用いる● 45年度～

」 場合、推力のバラックが大きく．所要の軌道に乗せるには、軌道

の補正を必要とする。　　　’

｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鴻Pットモータの燃焼を任意に中断、再着火し、推力大きさ制

御が行なえるとすれば、前述の欠かんを補い、かっ、軌道補正用
9　　　　　　　　　　、

隼

機器の重さだけ衛星重量を増すことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

、　　　　　　　昏

当研究所は・こ¢1点に着目ボ過去5ケ年の研究にζって・その
、

可能性を明らかにした。しかし、今後実機に適用するためには、
、

搭載型モータによる燃焼中断、再着火、燃焼中断後の残存微小推

力、燃擁中断用高性能推進薬の研究を行なう必要がある。

㌧

誘導用センサ系の高精度化の 25，000 15．500’ ．　ロケット誘導制御用検出器の高精度化についての研究として、 44年度～48年度

研究 当研究所は積分ジャイロ、加速度計の研究試作ならびにその特性
、

を調べ．現在、当面のQ計画を満足する程度の精度のものが得ら 曽

尋

　　　　　　　　　　●
黷ﾄいる。しかし》将来の静止衛星打上用ロケットに蘭しては、

一

なお，一段と精度向毒を図る必要があり・一その一環として・．現在

　●gわれているビ声ツトと宝石軸受からなる出力軸受を無接触型の

●

磁力支持軸受に代えることが考えられる。．

、 昭和46年度は、この磁力支持方式を採りあげ、理論ならびに

一　　　　　　　　　「 実験的解析を行なう。
臨

亀

一一 Q一
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●

事　　　　　　項 昭和45年度予算額 昭和46年度概算要求額 廓　　　項　　　説　　　明 ・備　　　　　考

スピン燃焼の研究 0 3α000 ロク’ットの姿勢安定および軌道抑制ρためにはボロケットモー 46年度～49年度

タにスピンぐ回転）を与えることが必要であるが、回転時におけ●

るロケットモータは燃儲に：二面な現象渉起る傾向があるので、．こ ●

の現象を解明することが必要である。
●　．

当研究所は、45、44両年度にわたり、スピン燃焼試験設備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　幽
�ｮ備、スピン状態の素面性能、ロケットモータが燃焼性能に及

●

ぼす影響についての研究に着手し、宇宙開発計画へ有用なデータ

を提供すべく研究を進めている6

、 46年度は、その第一歩として、スピン時の燃焼内圧の増大、 ．

燃焼秒時の減少等の特異現象にういて、モータの回転数と薬種な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

らぴに薬種に含まれるアルミニウムの粒度の3者の関係蝕よぴ低

　　　　　　　　　　　　β
ｳ環境下のロケヅトの特性について研究を採りあげう。

固体推進薬の強度に関する研 0 42，500
し　固体推進薬は自重、荷重、●振動、温度、真空下等の壌境条件に 　　　●

S6年度～

究
’

よる影響を受けやすいので、その物性について解明する必要があ

’

る。とくに、高性能が要求される上段用ロケット、アポジモータ、

ベリジモータは、充てん率が高くかっ、厳しい宇宙環境の影響を　　　　　　　　　　■
θ

受けるので・その製造から打上に至る過程における変形要因を解

明する必要がある。ま7気将来固体ロケットを大型化する場合に

も物性的翻がなさ紘ければ輝化は不可能である諸のため　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

’
．

嘔

には、推進薬の物性に関し1より広範町なデータを求める必要が

［

’

ありゼまだ、そのための試験器材の整備ゼ測定技術の向上を行な

う必要があ1る。昭和46年度は・前述の趣旨に基づき、今までの

、

一・ T一。



。●

事．　　　　　項 昭和45年度予算額　　　　　　　　　’
昭和46年度概算要求頓　　～

事　　項　　覗　　明 備　　　　　考

’

　　　　　　　　　　　㌧攪_解析、基礎実験を基に必要な試験器材の整備を図るとともに、

o

推進薬の応力、歪の解析、クリープ防止、宇宙環境下の物性等の

研究を行なう。

’

液酸ロケットエンジンの研究 、　　　　　4、000 75，000 人工衛星打上げ用ロケ9トの高性能化の一瑳として、低温推進

、

薬を用いるポンプ方式のエンジンを開発する必要がある。そのた

め、当研究所は、昭和58年度より、本研究に着手し、42年度
には、Z5トtの液に、テストスタンドを、44年度には推進薬供　　　　’

’
給系統試験設備を完成し、N計画へのデータ提供ならびにゼ将来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dﾌ高性能ロケット時代に備えて、’，燃焼器、ターボポンプ、低温潤

’ 滑の面から研究を進めて掌る。今後の課題としては、燃焼器にっ・ 〆

、

いては、実機に適用できる程度の規模での燃焼特性、インジェク

　　　　　　　　　　　　　　■^、燃焼室形状、ノズルの再生冷却等の問題解明をはかる必要参
’

、

一
ある。また、ターボポンプについては、前述の設備を用い、キャ

、

ピテーショシ、点火時の過渡現象、タンク、弁、管類の研究、シ 7

1

一リングの研穽を行なう必要がある。低温潤滑については・軸受　　　　　　　　b　　　　　π

　　　　　　　　　　　　■ﾌ特性、極低温用潤滑剤の特性について、更に深く研究する必要

’

がある。　　　　　　　　～

昭和4’ U年度は、燃焼器については、今までの成果を基に、推

θ 力Z5t緯燃焼器の試作研究を進める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．6
^ーボポンプについては、予備試験結果を基に、液体酸素ボン

嚇

プ、ケロシンポンプ¢）平作試験を行なって研究を進める。

潤滑についでは、液体酸素中で使齢するころがり軸受の性能耐
一

一4一・．



，

，
●

事　　　　　　項 昭和45年度予算額 曲和46年度概算要求額 廓　　　項　　　説　　　明， 備　　　　考

久性の向上をはかる。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒
●

一

●

12》施　　設
’
　
，
　
．

』ケットエンジン高空性能試 ⑫亀ooqoOO
ロケットエンジンの高空における着火、燃焼等の諸特性解析k 角田支所

験設備 10qoOO 50α000 必融ものである・ま灯本舗璽開発中の上段・ケットにデ

一隻を提供する1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼，

0
⑫　47αOqO 上記股備建屋 角田支所

験設備建屋 143，000

デr，タ処理設備・ ㊥，　74000 角田支所に設置された液体ロヶチト燃焼試験設備、固体多分力 角田支所

’

0

1α000’ テストスタンド、推進薬供給系統試験設備ヤスビン燃焼試験設備
，　　　　　　　　　． ，　　　　　「

を用いて、液徐および固体ロケットエンジンに関する一連の性能 o

試験を実施するにあたっては、一回の性能試験を行なって得られ

た多量のデータを迅速かっ高精度に処理し、その結果をすぐ次の
．　　　　印

実験に利用、しつつ実験を進める必要がある・

蜘本設鰍47鞭腱設される予定の・ケットエンジン 、

，

高空性能試験設備を用いて実施される液体ロケット鉛よぴ団体ロ
1

ヶットエ増ンの高空性能のデー拠理についても共同庄園とし

’

て使用する1　　　一

一

ノ

一5一
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宇宙．開発関係

事　　　　　　現， 昭和45年度予算額 ．昭和46年度概算票求額： 事　　　項’　　説　　朋 備　　　　考

t哩ロケット三三 9　　6ε’6327

観測およびテスト』ケヅト費 35ZO17 tL－4『℃の製作衆

2．翼一5Cの製作費（国債）・　一　　　　　　　　　’

＆　面戸テスト経農　／　　，
亀

一戸　　　　　　．

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　の

A屑

特別設備葺・ 5餓51P 　　　　　　隔@　　　　　　　　　搏lロケット発射装置付薦設備ほか1字件（継続9件・新規4件）

．‘

嚔ﾈ学衛星研究経費 874，082
，　　　　　　　　　　　’

’

科輪星経貧 ．2をqoσ0 　　　　　　　　　　　　　　ゆ煤@試験用小型衛星の製作費（打上用：Lワ4Sの製作費を含む）

　　　　　　’

塾　．‘

21第4号科学衛星の製作費（国債）
，

．乙、第5号智学衛星プロトタイプの製作費

’

一

衛星打上げロケット費 25α510’
一 t　M－4S（第2号衛星打上げ用）の製作費の才由化（前年度　　　　　　　’

‘

’ 国債分）1　　、　　　’　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
、

，
Z脹お。（郷号衛星打上げ用）の製作費（国債）

　　　　　　　　　　、
P

義地上テ恥経費
舶　　一「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

、

●

翻
設
備
費
㌧
／

　
　
　
　
4
2
5
，
5
ブ
2
胸
　
　
　
　
　
　
G

群衛星職ラッキング装霊力聖件
ぐ継纏10件・新規5件）　　　　　　　　　　　　　　　　、・

， 　　　　　　、A

’

9　　　　・

一6一

1



～

〔参　　考〕

宇宙関係（宇宙開発を除く）

’◎

事

　
　
　
　
　
項
，
　
〆

昭利45年度予算額 ’昭和46年度概算要求額 事 項 説 明 備 考

t 一般・ケッ噸三冠 459，205

’2． IASY観測経費 258，264

’

、

●

5 飛しょう経費　’ 78，144

覧

4
． 共 通．経　費 48｛ラ15 ‘

’

5 国際宇宙観測共同事業費 2季8字4

6　　㌦

嘔　　　　8

、

も。

●

㌧
　
」

吊 ■　　　　　　■

噌

’

巳畠 6

’

1

’　　　　，

、　　　　　　　　，

一

一

一7一



通商産業省

事　　　　　項・ 昭和45年度予算額 昭和46年度概算要求額 事　　　項　　　説．　　明 備　　　　考

宇宙開発関連機械技術に関する研 25，000 t　ロケット搭載用分光装置の研究 、

究 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’鴻Pットないしは人工衛星に搭載する高分解能、高精度の分

（機械試験所》
一

光装置夢よぴ高精度の方向、．．姿勢制御装置を開発試作し、これ

、

’ 、

ら機器を実際に搭載して・大気圏外からの紫外高分解分光測定・

『

　　　　　　　　　　　　　、�sなう。

2．　ロケット歯車の性能の研究　　　　　　　　、 ●

・　　　　L

人工衛星打上げ用の液体燃料ポンプ駆動用減速歯車装置《小
’

型軽量化、回転儀1α000～2qoOOrpm伝達動力
’

邑
篤000～5，000P8》を開発する。

5　宇宙機器への潤滑剤応用の研究
し

・　宇宙用機器の使用される広い温匿範囲（一100℃～＋500℃｝
｝

、

o

真空、放射線場などの極限条件下で、安全確実に長期間使用宣r　　　　　　　　＼

，

■

能な自己潤滑性をもち、周囲を汚染せず十分使用に耐える強度　　　　ダ

● をもった複合材料を開発する。

（期　間）昭和40年度～昭和48年度　　　　　　　　o

、

宇宙電子技術に関する研究 8α000 ／‘ t　宇宙環境技術の研究

（電子技術総合研究所）’ 宇宙環境のシミ三レーション技術、極高真空技術、宇宙環境

計測技御および宇宙プラズマシミュレーシ蟹ンの研究を行なう・。

2．宇宙電子部品の信頼性め研究

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@構部品の熱真空中での劣化原因を明らかにし、宇宙用機器

一8一
、



●、

事　　　　　　　項 昭和45年度予算額 ’昭和4．6年度概算要求額 楽　　　項　　　説　　　明 備　　　　　考

股計の基礎データを作る。

一

・半導体部品あるいは・固体素子の重粒子線照射効果ならびに嘘　　　、

子線X線照射効果を解明しも部品や素子の放射線特性を改善す

● る。新しい半導体放射線検出器を開発する。

’

’

5　宇宙精密計測の研究
」

じ マイクロ波帯に卦ける微細な信号電波や宇宙雑音の受信なら’

ぴに精密計測技術を確立する。

宇宙環境のみならず種々の放射状態から物鉢の構造や状態を

．知るため・分光放射エネルギーを干渉分光薩によって測定する　　　　　　　舳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

、

拉術および装置を圏発する。
、　　　　．

、

一

し
［

（期澗）　昭和412年度～昭和5－1年度

、

人工衛星軌道解析用スーパーシュ 8α000
人工衛星の軌道を解析するための写真観測用望遠鏡を開発する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

．ミットカメラの試作研究 また、この光学系を作成するための数値制御方式による非球面

（大阪工業技術試験所》 研磨機の試焦研削粗面の検査法め開発を行なう。
一

’ 隔、

（期．間）　昭和44年度～昭和48年度

’ 」

一幽

●

’

■

隔　　　亀

一

o

　　　　　　　　　’

、

、

，

一9一
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運　輸省

宇宙開発関係

工　特別研究、調査等

事項（担当機関》 昭和45年度予算額 昭和46年度要求予定額 ，一　　　事　　項　　説　　明 備　　　　考

（1》気象衛星の開発研究 15，165 ち昭和42鞭から特別研究「人工衛星によ磁射観測剛す縮兜」

（気象研究所を気象庁》
昌　　●

、

　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾆして、気象衛星搭載機器である窓領域赤列放射計の研究、開発に憩手し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ｺ和45年度までに衛星搭載用に適しだ窓i領域赤鋤娩謝の試作を完了ナる。

昭和46年度からは、静止気象衛星システムの開発研究に着

手することとし、46年度には関連地上施設をも含あた気象衛
9

㍉星のト＿タルシステムデザインおよび衛星本体についての搭載　　　　　　、

計器、をの他の機器などの衛星システムデザインを行ない、赤

、 外放射計、可視カメラたよる観測系を主とした衛星本体の各サ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　層f プシ冬テムに関し、ブレツドボー幽ドモデルを試作しゼ機能試験

を行なう。，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔

ρ

b．期　間　　昭和46～50年度
亀

c．46年度要求予定の主左内容 o

ノ
■

「

静止気象衛星トー略ルシステムタザイン
、

’、　　本体システムデザイン

”　プレッドボ卿・ドモデル

調査旅費
一

～ 要求人員　　　　台名

，

（2）航行衛星搭載用電子装置の研究
｝　　　　14，468

a．45年度において狭帯域トラン冬ポンダ本体6エンジ昌アリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

駈

’＿P0＿



、

事項（担当機関） 昭和45年度予算額 昭和46年度要求予定額： 事　　　項　　　説　　　明 備　　　　　考

（電子航法研究所》 ングモデルを試作したが、46年度においては引続き電源制御

器と無指向性空中線のエンジごアリングモデルの試作を行なう

と共にご次の段階としてプロトタイプトランスポンダ・主回路部

1

の試作も行なう。ま牟これらの機器の試験研究用としてトラン

スポ7ダ試験装置を製作する。　　　　　し

！

，　6 次に静止（又は同期》高度のスピン安定型実験用航行衛星搭

載を想定した機械的デスパンアンテナの基礎的な試作を行なう。

　　　　　　　　jaC．期　間　　昭和4・4～47年度（4年計画5年目》 一

c● D46年度要求予定の主な内容

、 トランスポンダ電源制御器エンジ昌アリングモデル
，　　　　P

　　　　　　　　　　　　　　　　　9f　　　無指向性空中線　　　　’

1
巴 〃　　　主回路部プロトタイプモデル・

同上用試験用送受信装置

衛星用空中線機械的デスパン部（第一次試作）

〃　デスパン用特殊竃動機　（　　’　　）

職員旅費
o

（4》衛星航法用利用者装置の 2，250
　　　　　　　　　　■
＝D衛星航法に使用する空中線の内・航空機用を爆定した場合・

研究（1） それに適当なフェ＿ズドアレ出血の尭向性空中線についての試
、

（電子航法研究所） 作化を進める。　　　　　　　　　　　　の

b．期　間　　昭和44～47年度C4年計画3年目）
’

1

c．46年度要求予定の主な内容

フェーズドアレーアンテナ用移相装置

駕600：MHZ帯用受信機
一

一11一・



＼

その他の宇宙関係

事項（担当機関） 昭和45年度予算額 昭和46年度要求予定額 嬉　　垣　説　明 備　　　　　考

　　　　　　　1ｩ　ロケット観測による超高層 a587 地上約25～120K鵬付近までの超高層気象現象の観測手段を

大気の研究闘 開発することを目的とする。昭和46年度は・オゾンセンサーの

（気象研究所》 MT155P型・盟丁1、60型ロケット用フライトタイプ各1台

の製作・実験観測、．大気密度・温度・風セ閉サニのロケット用プ

　　、
鴻gタイブ製作、ゴム気球による飛揚実験、エーロゾルセンサー

一

のプロトタイプ製作、水蒸気：量ヤンサーの開発・テストを行なう。

，

＝
、 　　　　　　　　　　　，’冝@間、　昭和45～46年度　　　へ　［

（2）気象ロケット観測業務、 105，077
◆　　・

気象Pケットにより地上5・．o～120K臨附近の気象要素（気温
’　　　、

（気　象　庁） と風）を観測し、太陽活動の超高層気象に及ぼ：ナ影響ゼ超高層気

象変動の亀田気象に及ぼす影響を推定し、この資料により予韓

　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

i，特に長期予報）の精度向上を図る。

、

昭和4．2年忌ら整備してきた気象ロケット観測所（岩手県三陸

唱 町綾里）に鉛いて、45年7月から隔週1回、46年1月から毎

週1回の観測を行なう。タ6年度は年間52機　　　　　　　　　　●

㈲　気象衛星登料の利用業務 2，136： ’アメリカの気象衛星の自動巻画（APT》装置から送信してく

（気，象　庁）　・ （標準予算） る雲写真の電擁を・気象通信所を経由し気象庁で翻心し・予報現
業に利用して予報精度向上た資する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　覧

6

、
1

＿』竃2一



h
ほ
－

事項（担当機関） 昭和45年度予算額 甲和46年度要求予定額： 事　　　項　　　説．　明 備　　　　　考

㈲　衛星航法利用者装置の研 4，950 アメウヵの海軍三三衛星システム（NNSS》を利用した受信装
●

究（2》 置については、当所において基礎的な構成の受信装置を試作し、受

（電子航法研究所》 循実験を行なっているが、46年度においては本システムによる航
，　　．

法の自動化を推進し・計算の効率化をはかるため、45年度に購入

したデータ処理装置のメモリーの増設および受信タ＿タのON

’ るIN耳化のため受信装置とデータ処理装置間にイン、ターフェーサ

： 一を試作増設する。 ’

期　間　　昭和44～．47年度（4年計画の5年目》
亀

46年度要求予定の主な内容　　’

位置決定計算用デー瞬処理装置メモリー増設

甲

噂　　　　　　　1

@　　　　　　戸

職員旅費

@　　　　　　　　　　　　噛

’

　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　1

●

　　　　　　　’　　．　f

@　　　，

@

　　　＼

’

」

、

8

1

一1ろ一



、

’

1

職

覧

馳

●

郵　政、省

●　　　、　　　　　・　　Oo

@　　　　　　　　も
’

宇宙開発関係’
D

’

事　　　　　　　項　　　・ 昭和か5年度予算額 昭和弓6年度概算要求額 事　　　項　　　説　　　明 備　　　　考 1

■ ミリ波衛星通信の研究開発
㊨’

P1α000 現在亀衛星通信に使用されている周波数帯はおもに4GC帯お

1

o 42ゼ000 よび6GC帯であるが、衛星通信の需要の急遠な増大に伴ない，

●
、 利用できる周波数帯がまもなく払底することは明らかな事実とな

っている。この問題の解決を函るたφ毎界各国とも10qc以上

の周波数帯の利用に注目し、その基礎研究が進められている。こ

のような情勢に対処して将来わが国の通信二三に搭載することが

不可欠であるミリ波帯の中継器を開発することが急務となり、昭

和44年度からミリ波中継器のブレッドボード・モデルの試作を

行なってきている。さらに昭和45年度においては、ミリ波中継

器のエンヂニアリング・モデルの試作に必要な経費が認められだ。

昭和46年度に旧いてはこれらの研究開発の結果をまとめてミリ

波中継器（受信部）のエンヂニアリング・モデルの製作を行なう

ものである。　　　　．，　　　　　　　　　　　畠　　・

’
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宇宙関孫経費・

’

事　　　　　　　項 昭和45年度予算額 昭和4．6年度概算要求額 箏　　　項　　　説1　　明 備　　　　　考

宇宙通信の実験研究 125，4葛1 鹿島地球局においては、昭和45年に完成しπ25泓φパラボ
’
，

ラアンテナを使用し艦NASAのATS計画で打上げられる衛星
9

により各種の通信実験をおこなうどともに。昭和5Z年に完成し

o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”ｽ50πφパラボラアンテナを使用し，’電波天文を主とした電波

塾 ノ

による宇宙空間の物理的研究を夢こなっているぴ昭和46年度に

し

　　　　　　　　　　　　■翌｢ては冨これら2っのパラボラアンテナを使凧して周波数拡散

●

、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　’ｽ元接続通信方式の実験，カラーテレビ衛星中継実験，R＆：RR
π．

と偏波面角度の測定、SSCCによる地球雲写真の観測、ラ身オ　　　　　　舳

スターの観測劃よびVH：F帯徳星追尾実験等を行なう．ものである。

’
」 　　　　　　　　，　　o｡

一

衛星管制施設の整備　　　． ㊥　7こ000
・衛星の運用管制するだめの地上施設を整備ナる必要があり，管制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

＼

231，555 センターを鹿島支所構内に噌制監理所を電波研究所本所職置
ノ

するものである。
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建　設　省

宇宙開発関係なし’

宇宙関係（宇宙開発以外）

●・

事．　　　　　　項 昭和45年度予算額 昭和46年度概算要零額 事　　　項　　　説　　　明 備　　　　考

人工衛星観測 2；475． 人工衛星観測の目的はこれを上空にある三角点とみなしごれを

（国土地理院） 地上に設置した人嫌衛星用カメラにより測定し通常ρ三角測量で

は到達不可能な離島の精確な位置決定、並びに一等三角網の規正
。　　　　．

を行なうことである。又観測を長期間くり返すことにより大陸移

、

〆

、　　　　　　　　q
動的な白本列島の変動をも検出出来る。又隣接する諸外国との間　　　　　　　　　　　、．

ﾉ測地網の結合が可能となり最終的たは地球の形状をも決定出来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

驕B

璽

（期間長期継続）

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　、S6報対島1八丈島（2回）

　「o

弧長測量 2」60 人工衛星観測により地上あ位偉を決定するためには

（国土地理院）
f）観測点と人工衛星との間を直接距離測定を行なうか、2）固　　　　　　　　　℃

ノ

定観測所点間の距離を測定する弧長測量のいずれかが必要であ．る。
凹

（Dの方法は現在研究開発中のものであり現在可能攻方法は働の　　　　　　　　　　　一

方法である。この目的のため昭和45年から鹿野　一札幌間弧畢

駆
潮量を行なっており45年終了する予定であり引継き46年から　　　　　　　　　　　、

，　． 鹿野山一鹿屋間の測定を行なう。この作業は48年終了の予定で

ある。．昭和46年度では緬20辺測定ずる予定である。
’

亀
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事　　　　　　　項 昭和45年度予算額 昭和46年度概算要求額 事　　　項・　説　　　明 備　　　　　考

施‘設 人工衛星を測定して地上の位置を決定するπめには位置ρ定ま

人工衛星観測所の設置及びカメラ 　、
W，000

’

　　　　　　　　腎ﾂた固定観測所並びにこの点から距離が測定されている固定観測

（国土地理院） 、

麗 所からの同時観測が必要である。

人工衝星観測を定常業務として行なうには日本全甲に齢→様に選

一 ばれ然も快晴度の高い地点に数ケ所の固定観洲所を設置する必要

●

がある。 ‘　　　r

．

固定観測所並びに人主衛星観測所甫カメラ並びに附属品一式。　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　’

弧長測量施設 　　　　　　　　　　　　　　　　　「繼Lの計画を予定通り行なうには高精度の距離測定滞・測角

（国土地理院） 0・ 器が必要である。従来の方法セは作業期間、人員等に多くの経費

、 が必要であり、測定器を増加ずることにより経済性を高め精度を

向上させることが出来る。，
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